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 px  1  

0≧s より、 PQの中点は )1,1( p であるから 
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 ptps  2,12  ……(答) 
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0p より 2s であるから、Q全体が動く曲線は )2(1
4

1 2  xxy  ……(答) 
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 直線 PQの式は pxpy  1  

pxpx  11
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1 2 とすると 0)1(4142  pxpx  0)12( 2  px  

重解 px  12 を持ち、なおかつその重解は(1)で求めた sに等しい。 

したがって、直線 PQは、曲線 1
4

1 2 x の、点Qにおける接線である。(証明終) 
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